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大学の中で新入生は

今 年の 新 入生 の 半 数以 上が北 海 道 外 か らの 人達 で 例 年

に な く多い 。遠 く九 州 や中 国地 方 、 関 西 か ら もか な りの

数 の 人達 が本学 にや っ て きた,、私 が旭川 に住 む よ うにな

・・た の は本学 創 設 の昭 和48年 の こ とだ か ら、 も う12年 め

に な る。 神 戸 で生 まれ て小 学 校 はk阪 府 下 の 田舎 で 、 中

学 高校 は和 歌 山 で、 大学 は京 都 で過 ご した か ら、旭 川 に

来 る前の モ年 間 を ア メ リ カで過 ご した以 外 は関西 の 文化

圏 に どっぷ りっ か った牛 活 で あっ た。旭 川 に来 たば か り

の頃 は幻 想 的 な雪 景 色 や 高原 温 泉 のす ば ら しい紅 葉 な ど

に旅 人 ら しい感激 を おぼ えた が、暫 くす ると棲 み心 地 の

わ る さがH毎 に強 くな っ た 。歴 史 や 文化 を も含め て 「場

所 」 を トポ ス とい うそ うだ が、 棲 み家 と しての北 海 道 に

な じむに は私 の よ うな 「人 み しり」 な らぬ 「トポ スみ し

り」 す る者 には何 十 年 とい う年 月 が かか りそ うで あ る。

西 出幾 多郎 は 「場 所 の論理 」 にっ い て論 じたが 、 やは り

「場 所」 はH本 人 に と って 主体 の あ らわれ場 所 で あ り、

か くれ場 所 で もあ って、 な じん だ場 所 にい るこ とは仕 合

わせ で あ るよ う(-W.う 。 最近 は出張 な どで 大阪 空港 に降

り立 つ と、 もの珍 しいお ちつ かな い気持 ちに な るが 、私

の 棲 み蜜 が関 西 か ら北 海 道 にか わ って きた とい うこと だ

ろ うか。 新 入Y.PH君 は若 い か ら私 よ りはず っと早 く北 海

道 σ)神々 と仲 良 し にな っ て、旭 川 とい う ト:rス に な じむ

に相 違 ない 。

★ ★

今年 の ふ きの と うの 発 見 は3月24Hで あ った 。 そ れは

私 の 毎朝 の 散歩 道 で あ る大 学 のエ ネ,レギー セ ンター の前

の雪解 け て僅 か にの ぞ い た地 面 に あっ た、,新人生 が大学

にや って くる頃 は雪 が殆 ど解 け て旭川 の街 は車 の スパ イ

クタ イヤで け ず りと られ た粉 塵 に まみ れ て 、一年 で ・番

きたな い時 で あ る。 そ れ か ら夏休 み まで に野 や山 は一 斉

に緑 に な っ て北 海 道 の す ば ら しい 夏 がや っ て く る。 この

頃 に な ると新 人生 は人'f:の カ リキJ.ラ ム に も慣 れ 、サ ー

クル活動 や医 大 祭 を通 じて級 友 や先輩 との つ な が り を深

め 、旭 川 に棲 み家 と して の 白分 達 の 世界 を作 りは じめ る

だ ろ う。

*1t

私 達 の 大学 の カ リキ ュ ラ ムの特 徴 は 六年 間 ・貫教 育 を

N標 に した学 年制 クサ ビ型 で あ る。 古 くか らあ る大 学 の

医学 部 に比べ る と、一 般 教 育の 授 業時 間 が 少 な くな り専

門教 育 の時 問 が 多 くな って い る。 こ れは 高度 化 した医 学

や 医療 技 術 に対 応 で きる医 者 を養 成 しよ うとの 考 えか ら

で あ る、,・般教 育 では物 理 き、化 学 、 生物 学 の よ うな 自

藤 沢 仁

然科学系 に重点がおかれてい るよ うにみ えるが、 卑門医

学 が論理 と実証 を基 本に した近代科学であ るとの考えか

ら、十分 な自然科学 の素養 をつ けておくための配慮であ

る、,行政機関 は大学 での医学教育の成果 をチZッ クする

もの として国家試験 を重視 しているが、本大学の カリキ

ュラムで育てられた卒業生はこれまで国家拭験の合格率

ですば らしい成績 をあげている、,

★ ★

自然科学系教科 をよく勉強 することは大切 なことであ

る。 しか し自然科学偏重は論理 と実証 を錦の御旗 とす る

いわゆる科学的思 考のみが正 しいとする考 えに通 じかね

ない。国家試験 に好成績 をあげ ることは良いことである

。 しか し国家試験 を重視 し過 ぎると、瞬時判定主義的な

傾向 を助長す ることになるだろう。近代科学 にとって重

要 な客観工義 に瞬時判定主義的な傾向が加わると、部外

者の立場 で安易な理 論だけに頼って物 事を処理す る無責

任が生 まれて くることに注意 しなければな らない。現代

は患者の治療 のために、因果関係 で論 じ得ない個 々の人

開の心の なかにまで医者がた ち入 らねばな らない ことが

多いと思われる,,客観 主義の コンピュー ター化 された医

者がそのよ うな患者に対す ることがで きよ うか。人学の

自然科学系教科 にかたよった カリキ ュラムの裏に、学生

諸君が哲学 や歴史や文化人類学や動物 行動学 などを自分

で しっかり勉強 してほしい とい う願いがある、,

1r

精神医学 を研究 したフランスの哲学者フーコーは 「臨

床医学の誕生」のなかで.人 闇科学 における臨床医学の

重要性 を説 いている。 ・方、 フランスの分r生 物学者で

あるモ ノーとシャコプはそれぞれ 「偶然 と必然」 、 「生

命の論理」の なかで人間が生物 として客観的 に分析 され

るur能性 につ いて論 じている。 ジャコブやモ ノーの考 え

は私 も含めて多くの生化学者の基本 となっているが、い

ま私達 がもっている科学的知識はあ まりにも小 さく、ア

メーバの存在 さえも理論的 に全 く説 明で きない くらいの

ものである。 フ・一コーは臨床医学 を論理主義の近代科学

としてでなく、経験的 なもの として考えてい るとW.0,われ

る。医 者は患者に対す る峙、無責任 な客観主義 に立つの

でなく、全ゆ る経験 を生 か して白分 でコ ミッ トしていく

ことが大切であると思 われるく,

(生化学第一講座 教 授)
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*海 外だより*

ロスア ンゼル スにて

高 杉 佑
旭 川 医 大 の皆 様 お変 りあ り ませ ん か,,私 は咋 年8月 か

ら10ヵ 月 間 の予 定 で ロ スア ンゼ ル スのBray教 授 の も と

に米 ています。Bray教 授 は南 カリフォルニ ア大学(usc)の

糖 尿 病 ・臨 床 栄 養 部門 の 主 任教 授 で、内 科 学 と生 理 学 の教

授 を兼 任 され て い ます。 国 際肥 満 学 会 議 の会 長 や肥 満 の

専門WVの 編 集長 を され た ほ か、代 謝 、 臨床 栄 養 、生 理 学

な どの 専 門誌 の 編 集 委員 も され て い ます,,肥 満 の 面 か ら

代 謝 、 老年 医 学 を眺 め な お して みた い と思 い、 文部 省在

外 研 究 員 の機 会 を利 用 して こ こ を訪 れ た次 第 で す、,

USCは アメ リカ西 海 岸 で最 も歴 史 の 占 い私 立 大 学 の一

っ で、19の 学 部 、専 門 学 校 か らな りた っ て い ます。 医 学

部 は今 年 が100周 年 です 。ロ スア ンゼ ル ス オ リ ン ピ ックの

水 泳 会場 に なった プー ル は,IJSCのmaincampusに あ り

こ こ には米 国 で 最 初 に で きた老 年 学 の専 門 学校((老 年 学

部)LeonardDavisschoolofgeronto且ogyも あります。 こ

の学校 は1964年 にで きたGcronto且ogyCenterの 一部 と し

て運営 されて」お り,undergraduatedegree(Bachelor。(science

ingeronto且CRY)とgraduatedP.grP.P.(MasterofscienceingeronW-

InRY)の コー スがあ ります。他 の学 部 や別 の 大学 の コー ス を

同 時 に学 んで二 つ の 学位(master)を 取 得 す る制 度(dua且

degrees)も あ り、老 年 学 が広 い分野 で要 求 され て い る こ

とが うか がわ れ ま した、,

USCの 医 学 部 は メ イ ンキ ャ ンパ スか ら14km,ダ ウ ン タ

ウ ンか ら8kmは なれ た とこ ろ にあ り、 道路 一 つ へ だ て て

GeneralHnspital,WnmensHnspital,PsychiatricHospita且 、

PediatricPavilionの4病 院 か らなる メデ ィカルセ ンターが

あ ります。ロス アンゼ ルス郡 、k病院(LA.CountyHospital)

が1968年 にUSCと 結 びつ い た歴 史 が あ り、LAC-USCメ

ディカルセ ンター と呼 ば れ て い ます,,ス タッフ ドクターは郡

職 員 で 、 セ ン ター の イ ン ター ン、 レ ジデ ン ト、 フェ ロー

な ど を指 導 す る と同時 に、USC医 学 部 の教 育 職 を兼 ね て

い ます 。医学 部 の 名簿 をみ る と内科 が最 も多 く、内科 主任

1名 、14部門1モ任14名 を含 め て 、教 授102名 、associate

professorll4名,assistantprofessor269名 、instructor77

名の 名 が並 んで い ま した 。 ・学 年 に人学 す る医 学 生 の 数

は140名 弱で す 。旭 川 医 大内 科 の教 授3名 、助 教 授3名 、

講 師6名 に非 常勤 講 師 の 数 を加 えて み て も桁違 い で、信

じられ な い数 で す。

USCの 医 学 部 は4年 制 で、前 半 が基礎 医 学 、後 半 が臨

床 医 学 を学 ぷ よ うに なっ て お り、3学 年 に進 級 す るに は

国 家 試験(Nationalf30adofMedicalExaminersExamination

のPart1)に 合 格 す る必 要 があ ります。臨 床 医 学 の オリエ ン

テ ー シ ョンは1学 年 か らあ り ます が、 まだ臨 床 をほ と ん

ど知 ら ない時 期 か ら、指 導 医 の も とで 毎週448時 間 患

者 に接 す る制 度 もあ ります,,患 者 中 心 に医 学 を学 び、教

え られた こ とをお ぼ え るだ け で な く、 白 ら学ぶ 盟慣 を早

く身 につ け て欲 しい と い う意図 の よ うです 。3・4学 年 に

な る と実 習 が 多 くな り ます 、,内科 の 実習 は12週 間 にな っ

て い ます。 旭 川 医 大 と大 き く違 うとこ ろは 、 カ リキ ュ ラ

ムの 柔軟 性 です 。関 連病 院 実 習 を含 め て広 い範 囲 か らの

選 択 が可能 な週 が36週 もあ りますO

メデ ィカ ルセ ン ター には ス タッ フ ドク ター が340名 、イ

ンター ン、 レ ジデ ン ト、 フェ ロー が900名 お り、教 育 病 院

と して は米 国 で も最 大 とい われ て い ます 。Genera且

Hospitalの 主 要部 分 は1920年 代 に建 て られ た もの です が

2105床 、20階 建 ての 堂 々 と した もの です。 郡 立 とい うこ

とで 貧 しい人達 の 受 診 が 主体 に な っ てい ます 。

LAC-USCメ デ ィカルセ ンター は ロ ス ア ンゼ ル スの救急

病 院 で も あ り、emergencyroomだ け で一 日平 均 約400名

の 患 者 を診療 して い る由 で す 、、米 国 で も比 較 的新 しい分

野 で あ るemergencymedicineを 志 す全 米 の若 い医師 が毎

年1000名 位 志 願 し、14名 が採 用 され るとの ことで す 。

USCの 学 生 は3学 年 に な る と希 望 によ り選 択 でemer・

gencyroomの 実習 がで きます 。

先 ロロ スア ンゼ ル ス タイム ス に、肝 障 害 で メ デ ィカル

セ ン ダー に 人院 したYrzyheulskiと い う名 前 の患 者の こ

と がの っ て い ま した。 この ア ル コー ル中 毒 の男 性 の 名前

をど う発 音す るの か誰 も分 らず、本 人は 好 きな よ うに呼

んで ドさい と い うだ けで した,,し か し看 護婦 さん達 が正

しい呼 び 方 を した い か ら と くり返 し頼 ん で,shi-BH:LL・

skiと い うよ うに 発 音す る こと が分 り、 皆 がMr.shi・

BELL-skiと 呼 ぷよ うに なった ところ、その後 の行 動 が 全 く

別 人 の よ うに立派 に なっ た と い うエ ピ ソー ドです。45歳

の 彼 の 名前 を正 し く呼 ん で くれた の は、 そ れ以 前 に は母

親 と小 学 校1年 の 時 の 先生 だ けだ っ た とい うこ とです 。

ロ スア ンゼ ル スは 人種 の るつ ぼ と よ くい われ ます。 研

究 宅 は も ち ろん、 スー パ ーマ ー ケ ッ ト、子 供 達 が か よっ

て い る 公 、k中'f、 高 校 で も、 色 々 な国 か ら来 た 人 が身 近

に い ます 。顔 付 き、 皮 膚の 色 、 言葉 な どか ら どこの 国 の

人 か な と思 うこ とは あ っ て も、外 国 人 と して特別 視 す る

こ とは だい ぶ な くな りま した,,カ リフ ォル ニ アは 多禰 多

様 の もの を包み こん で同 化 す る明 る さと バ イ タ リテ ィー

を持 っ てい る よ うに み え ます。 上 地 が 変 われ ば また 別 の

ア メ リカが あ るの で しょ う。 盲 が象 をなぜ て い る感 じに

つ きま とわ れ なが らも 、見聞 をひ ろめ 、柔 軟性 の あ る視

点 か ら物 事 をみ られ る よ うに な りた い と考 えて い ます,,

(内科 学 第r講 座 助 教授)
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*海 外だより*

Atlanta,GA,30322
代 田 明岡

1,Atlanta(At)とGeurKia(Ga)に っ い て

雲 一 っない突 きぬけるよ うな空 の 彦 さと乾 燥Lた 空気 、

これ がAtに 善 いた時 に私 が持 ・・)た第 ・印 象 で した 、,

冬 の 近 さを思 わせ る昨 年10月1日 に旭 川 を発 ち、 ・足

飛 び で着 い たncは 、夏 か ら秋へ の 変 わ りめ で した。Atは

人rJ約210万 人 を擁 す る、ア メ リカ第 】6位の 南 東部 きっ て

の 大都 市 で、Ga州 の州 都 で も あ り、昔 よ り交通 の 要所 と

して発 展 して来 ま した 。 その 役 目は現 在 も変 わ らず 、市

内 には 多数の 鉄路 が交錯 し、 今 で こ そ旅 客 を運 び ませ ん

が,Diesel機 関 申5台 に引 か れた 百数 十輌 の 貨 車が 行 き

きす るの が兇 られ ます 。 又 、1分30秒 ご とに飛 行機 が離

発 符す るAtlantaInternationalAirportは 、 阯界 第2位

を誇 り ます。 更 に道 路 の 面 で も、 東 部 海 岸 諸 都 市 か ら

Texasに ドるHighwayと 、中央 部 諸都 市 と1'loridaを 盤 く＼

Il紬wayの 交差点 で もあ り、 非常 に重要 な所 で す。

このAtは 、商 業 ば か りで な く、古 くは軽 工 業、そ して

最近 は 化学 工 業な ど もお こ り、 その 人11増 加 は 、 この5

年間 で55万 人 で すJこ の よ うな産 業 の 発達 につ れ て 、大

都市 の割 には 少 な い と言 わ れて い た 日本 人居 住 者 も 、企

業関 係 を中心 に増 加 し、その 数3,000人 く らい と言 わ れて

い ます 、,日本 人 には な じみの 薄 いncで す が 、次 の点 では

想 い出 され る人 も い るの では ない で しょ うカ㌔ 一っ は 、

MargaretMitchell作 『風 と共 に去 りぬ』の 主uTaraは 架

空 で は あ るが この近 郊 と考 え られ る点 、 も う一 つ は この

小 説 と も関連 す る南北 戦 争 の際 、南 軍 の 中心 都 市 で あ っ

たた め 、Sherman将 軍 に よ り徹底 的 略 奪 を受 け 、街 全 体

を2に 焼 き尽 され た点 です,,

さてAcの 属 す るGa州 は、合衆 国 南 東部 に位 置 し、南 部

は 大西洋 に面 してい ます が、北 部 はAppalachia山 脈 に か

か り、面 積 は やや北 海 道 よ り大 きく、人口 は550万 人 とほ

ぼ同 じで す。 席 業 は 、-G1に 喬 えば 平野 部 の ピー ナ ツ ・

ビー カ ン等 の ナ ッツ を代 表 とす る農 業州 で、Carter前 大

統 領 は 、正 し くその 代 表 で大地 主 で す,,この よ うな状況 が

医 療事 情 やF:mory大 学 に反映 してい ると考 え られ ま す,,

又、マ ス ター ズが お こ な われ るAugustaがGaに 属 して

い るの も ゴル フ フ ァ ンには忘 れ られ ませ ん。

z,H:m・ry大 学

Em・ry大 学 は1836年 倉1位の市 、ヒ大学 で,Medicine・Law

・Chemistry・13iology・Music・fleligirni・History,のSchoo1

又はDepartmentが あ り、標 題 の30322は 所 在地 のZipcode

で す。学 生数 は約8,000人 で 、授 業 料 はC・Ilegeで 年 間約180

万円,MedicalSchoolで は270万 円で す か らか な り高 額 で

す が 、数 々の 奨 学 金 が学 生 に用 意 され て いま す か ら、 か

な らず し も裕 禰 な家 庭 の子 弟ば か りでは あ りませ ん。 医

学 生 はConegeを 卒 婁 して か ら来 ます の で、「1本よ りは 年

長 と な り、PhD保 有 者 も か な りい ます,,Gu州 には 、小 規

模 の もの を除 く と他 に医 学 部 は,Augastal二 州 立 が あ るだ

けで す。 本年 度 の医 学 部 入学 者の 約 半数 は他 州 出身 者で

す,,女 性 はS1%Jで 、 人種 は11'hite]02,Blurkfi,Puerto

RicanI、Asian1で す 、,

1:morc大 学 は 、 ・口 でい うな ら臨 床 分野 に有 名 な 人 々

を有 して い ます。 勿論 基礎 的 研 究 も多方 而 で 行 な わ れ、

学 生 の う ちか ら研 究 室 の ・員 と な り、 発表 して い る学 生

も 多数 お り ます。こ れは,(;olleRPで 慕礎 を修 め て きてい

る こ とと深 く関 係 して い ます。,実習 は 、選 択 が 大rhに と

F)い れ られて い るの が 日本 と 大 き く違 い ます 、,私の い る

神経 病 理 学 部 門(屯 任武 井 義 雄 教授)に も、時 々1ヵ 月

閻 堂牛 が完 稗 に 萱主す 、、この 上 うに医 堂 の 介野 に関 しで

鳳
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のH本 との相 違 点 が い くつ か あ ります が 、私 な りに 感 じ

た点 を書 い てみ ます。 も と よ り、一・大学 の短 期 滞 在 とい

う条 件 付 きでの 話 で す。 まず'r-'1:・ さ らに は レ ジデ ン ト

は 、極 め て知 識 が豊富 です,,し か も その知 識 は 、 片 よ る

こ と な く保 有 され て い ます,,1列 えば脳 神 経 外 科 の レジ デ

ン トを と るな らば 、神 経 解 剖 ・神 経病 理 ・神 経 生理 ・臨

床 事項 等 どれ も ・応 の レベ1レに達 して い ます 、、又 、 ス タ

ッフの レ シデ ン トに対 す る教 育 は 、実i例 に即 し普段 に

行 な われ て い るの が特 徴 で す。 こ れが 、 レ ジデ ン トが必

要 な生 きた知 識 を得 て い るkき な理 山 と考 え られ ます 。

そ して 、 こ れ らの 人達 は 与 え られ るの を待 つ だ け で な く

自分 か ら動 くの も 「1本と異 な る点 で す。 この 違 い は、 画

一一的 詰 め込 み!'義 の 日本 と
、小 学 校 か ら能 力別 をと る ア

メ リ カの教 育 によ るもの で し ょ うかOと も あれ 多 くの 知

織 を保 有 す るの で は な く、 必要 な知誠 を引 きだ せ る 力 を

持 つ 大切 さを知 ら され ま した。その ため に は 月並 で す が 、

人で あ り、 それ を支 え る制 度 が重 要 と痛 感 させ られ ま し

た。

(脳神 経 外 科 講 師)
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昭和60年度新入生研修(第1回 目)

昭和60年 度 第1回 目の 新 入生 研 修 は 、大学 生 活 に一 日

で もい く慣 れ 親 しむ こ と5:11的 と して 、8つ の ゲ ルー プ

(1グ ルー プ15名)に 分け 、4月 【5日n・16日Pklの 両 口

午 彼5時 か ら午後7時 まで 本学 、第2・ 第;i・ 第4セ ミ

ナ・一室及 び和 室 で行 わ れた 、,

(学 生 課)

●保険料 と保険金額

区 分
保険料

(年間)

死亡 ・後遺

障害保険金

人院保険金
日 額

通院保険金
日 額

第1梯
s 4201'1

1,200万 円 3.700円 1,0001'1

c 豊,040円

第2禰

A 18.240円

H 4,300円

C 1,570円

帝

訊
、.語一 ・♂L

な

穐 、,争
噛煎腿

謬_↓ 一
馬

歎べ
や 煽

スポーツ安全協会傷害保険の加入について

最近、課外活動 中の事故が増 えている傾向にあり、事

故発生の場 合に備 えで補償対策の確立が必要 とな・ってい

ます。

スポーツ安全協会傷害保険は、体育系は もとより文化

系活動を含む課外活動中の事故 を補償す るものなので、

各学生団体 にあっては、それぞれの活動内容 と本保険の

趣 旨等 を充分検討の うえで きるだけ加 入するように して

ください。

保険の概要は次の とお りですが詳細は学生課学生係 に

問い合せて くだ さい。

なお、今年度の加入受付期問は昭和61年1月31Llま で

ですが、本学での受付は書類の確認 、予続 き等の郁合に

よ り1月16日 までと します。

●本保険 に加人で きる団体 ス;i一 ツ団体 及びそ

の他 の社会教育団体で、指導監督 者を置 き、10名以L

の団体 員で構成 されている団体

●保険期間 昭和60年4月1日 午前0時(加 入手

続完 了の翌 日ぴ)午前0時)よ り昭和61年3月31日 午後

iz時まで

●対象 となる傷害 被保険者が次 に掲げ る場 合に

急激 かつ偶然 な外 来の事故 によって被 った傷害

①被保険者の所属 する団体の管理 ドにおけ る活動中

ア、所定の場所 ・時間 に集合 し待機 している間

イ、団体の活動実施中、移動中 および休 憩中

ウ、所定の場 所 ・峙間に解散のため待期 してい る間

②団体 が指定する集合 ・解 散場所 と被保険 者の住所 と

の通常の経路 の往復中

●支払われる保険金……・… 入院1呆険金 と通院保険金は、

治療H数7日 以上の傷害に限 られ次 のとお り支払 われ

る。

入院保険金一事故の 日か ら180日 を限度 と して1日

にっき所定の入院保険金 日額が支払 われ る

通院保険金一事故の 日か ら180日の うち実際 に治療

を受 けた通院H数 に対 し90日 を限度 として1臼 に

つ き所定の通院保険金A額 が支払われ る

(学生課)

第27回 東医体全競技終了

夏季 ・冬季総合準優勝/ｺ

区 分 対象となる団体

第1種

B 文化系団体

C
(第2禰 以外の スポ ーツを行 う団体)

サ イク リング等

第2種

競技別大学e饗D

連盟審に登録 また
は加盟している団

体及びAの スポー
ツを行う団体

A ll膚 等

B
空 手 ・柔 道 ・合 気 道 ・入キ ー ・ラ ゲ ビー

サ ッカ ー 等

c

剣 道 ・弓 道 ・卓 球 ・庭 球 ・バ スケ ッ トポ ー ル

ノ{レ ー3ド ー'レ ・ノ{ド ミ ン ト ン・陸 上 競1支

水 泳 ・ゴ ル フ・ボ デ ィー ビ ル 等

第27回 東 日 本医 科 学生 総 合 体 育 大会 は 、3H末 に行 わ

れ た ス キー 部門 をも ・フて 、夏季 ・冬 季 全競 技 が終 ∫した、,

本学 は 、3部 門(陸 上 競 技 ・バ ス ケ ッ トボ ー ル 女子 ・

弓道)に 優勝 す る な ど夏季 大 会 総 合5位 と好 成績 を収 め

また、 冬 季 大会 で も ラ グ ビー4位 、 ス キー 男 子優 勝 ・女

子準 優勝 と健 闘 し、総 合優 勝 を勝 ち取 った。 この 結 果 、

夏季 ・冬 季総 合 準優 勝 と い うす ば ら しい 成績 で あ った 、,

(学 生 課)

9
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第27回 東 日本 医科 学生 総 合 体育 大 会

(冬季)ス キー 部門 成 績

3/zszs山 形蔵 王 スキ ー場 住 管 山 形 大学)

男.F優 勝(旭 医 大)・2位(北 大)・3位(札 医 却

女r・ 優 勝(女 子 医)・2位(旭 医 大)・3位(秋III)

(男.f・)大 回 転1位 横 山(3年)・2位 蔦1泉'(5年 〉 回 転

1位 木 ノ内(4年)15km1位 石 井(4年)・2位

4;原(5年)・3位 汲 田(6年)8kml位 イ1井1

4年)・3付:イ1原(5年)リ レーlfl'U石 片 ・イ1』1[}{

1及G1・かH藤)

(女'r・)3kmlf・ ン:信本(3年)5kml位 信.本(3年)

2f、ン:!註(3f卜)

課外 活動物品の返却 について
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